
議長定例記者会見の概要 

 

日 時：令和８年３月19日（木）   

午前 11時 31分～11時 44分 

場 所：議長応接室         

 

  

  

外山 衛 議長             日髙 陽一 副議長 

２月定例会を終えての議長の所感 

（外山議長） 

本日は、お忙しい中お集まりいただき、お礼を申し上げます。 

今年度、最後となる２月定例会も本日をもって 28 日間の会期を終えたところでございます。 

代表質問においては４名、一般質問では10名の議員が質問に立ち、当初予算の重点施策や次

期知事選への対応、来年に開催を控える宮崎国スポ・障スポの取組、ひなた舞をはじめとする農

業振興や人口減少への対応、物価高対策や防災減災対策など、多岐にわたって議論がなされたと

思っております。 

また、常任委員会及び特別委員会において、付託された議案の審査や所管事項の調査などが行

われました。 

今定例会では、 「みやざきの未来創造予算案」として編成された令和８年度一般会計予算や令

和７年度一般会計補正予算など、合計83件の知事提出議案をすべて認めたところです。 

このほか、議員発議により「脳脊髄液漏出症患者の救済を求める意見書」、 「非核三原則の堅持

を求める意見書」を可決いたしました。 

本年度を振り返りますと、「アスリートタウン延岡アリーナ」や「ひなた TENNIS PARK MIYAZAKI」

などの主要施設が次々に完成し、令和９年の宮崎国スポ・障スポに向け着実に整備が進んだと考

えております。 

 県議会としましては、県政全般にわたり、引き続き県民目線に立った徹底した議論を行うとと

もに、より開かれた県議会の実現に努め、求められる役割にしっかりと応えてまいりたいと思い

ます。 

私からは、以上であります。 



質疑応答 

【宮崎日日新聞】 

今回の過去最大規模となった当初予算について、注目しているポイントや事業などがあれば

教えてください。 

 

（外山議長） 

宮崎国スポ・障スポへ向けての予算も大事ですが、やはり雇用対策と物価高対策などを県の

範囲でどこまでできるのかが大事だと思っています。大規模な予算を組まれたので、それがし

っかりと費用対効果を生み、県政に反映されることを期待したいと思います。 

 

（日髙副議長） 

 今回、過去最大ということで、将来を見据えた積極的な予算編成であったと思っております。

その中で 「日本一挑戦プロジェクトの総仕上げ」のほか、宮崎国スポ・障スポの成功に向けた

準備や魅力発信は大変重要なものだと思います。整備されてきたハード面やソフト面が大会

後のレガシーとなるよう、県としてしっかり取り組んでいただきたいと思っております。また

７年後には、置県150年に向けた事業もあり、県民の皆さんに希望を与えるような予算になっ

ているのではないかと思っております。 

 

【宮崎日日新聞】 

代表質問で、現職の河野知事が次期知事選に出馬すると表明されましたが、どのような印象を

持たれていますか。 

 

（外山議長） 

 今まで積み上げてきたことを５期目でやり遂げたいという、非常に強い意気込みを感じまし

た。振り返っても大きな失政はなく、安定した県政運営であったと思います。 

 

（日髙副議長） 

 知事はこれまで安定した県政運営をされており、現在は九州知事会長などの要職についてお

ります。５期目への出馬には様々なご意見もあるかと思いますが、県のために頑張っていただき

たいと思います 

 

【宮崎日日新聞】 

元県議が、出馬を表明するなどの動きが出てきたと思うのですが、今の知事選に向けての動

きはどのように見られていますか。 

 

（外山議長） 

 本人たちが決めることで、我々が云々という問題ではありませんので、私からは何とも申し上

げられません。 

 

（日髙副議長） 

 現職のほか、立候補を表明された方などいらっしゃいますけれども、それぞれの考えを県民の

皆さんに伝えていただきたいと思います。 

 

【読売新聞】 

県立高校の入試倍率の低下や、私立高校の実質無償化が始まる中で、公立高校のさらなる魅力

づくりが急務かと思います。中山間地域の学校統合の問題も含め、公立高校の今後のあり方につ



いてお考えをお聞かせください。 

 

（外山議長） 

 人口減少に加え、無償化の影響で選択肢が私立高校に傾いている現状があり、公立高校にとっ

ては非常に厳しい状況だと思います。学業やスポーツ面での特色づくりなどが必要になってく

ると思います。 

 

（日髙副議長） 

 議長がおっしゃられたとおり、私立高校、公立高校で学費の面から、公立高校に行きたいと選

択をされていた中で、私立高校も無償化になるというのは私立高校に選択肢が傾くことになる

かと思います。公立高校、県立高校に関しても、それぞれ魅力的な部分がしっかりあると思いま

すので、しっかりとブラッシュアップしていただきたいです。学生が減ることは教員削減にもつ

ながっていってしまうので、そのあたりを見据えながら、魅力を発信していくべきだと思いま

す。 


